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第15回 喜多方市社会福祉大会

11月20日㈬

《講師》

9：30～　開　会

11：00～　記念講演

喜多方市総合福祉センター
多目的ホール

コント山口君と竹田君

ところ

内  容

と  き

記念
講演

•社会福祉功労者表彰
•児童・生徒の福祉作文優秀作品発表

令和元年

《プロフィール》　1984年「お笑いスター誕生」で初出場優勝デ
ビューを果たされた後、ゴールデンアロー新人賞

（1984年）、日本放送演芸大賞最優秀ホープ賞（1984年）、花王名人大
賞（1985年、1986年）など数多く受賞され、テレビや舞台で大活躍され
てきた。
　二人のコントは今尚健在で、日々進化を続けており、全国に名を馳せる
コントグループとして、関東筆頭のポジションを築いている。

喜多方市・喜多方市社会福祉協議会主 催
お問合せ先 第15回喜多方市社会福祉大会事務局（喜多方市社会福祉協議会内）

喜多方市字上江3646番地1 ☎0241-23-3231

社会福祉大会はどなたでも参加できます。お誘いあわせのうえ、ご来場ください。（入場無料）

社 協
だより

※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。



〇大会会長表彰
　　＜民生児童委員功労＞
　　　齋藤　　勇　　齋藤千代子　　鈴木ケエ子
　〇福島県知事感謝
　　＜民生児童委員＞
　　　岩田　洋子　　大竹　紀歳　　小野清一郎　　鈴木　孝子
　　　田中　節子　　棚木ミツイ　　中川　孝志　　中森　幸子
　〇大会会長感謝
　　＜役職員功労者＞
　　　武藤　顯夫（前会長）　清野　弥生　　小椋　和洋　　石井　いずみ

　平成 18 年１月４日の１市２町２村の合併と時を同じくして合併した新「喜多
方市社会福祉協議会」会長に、同年７月に就任以来、本年６月 18 日までの 13
年間の長きにわたり務めさせていただきました。
　今回の受賞は、現在の我が国社会にとって最重要課題の一つである「福祉」
や「介護」の活動分野の一端に関係皆々様の多大なるご理解とご支援を得て、
従事させていただいたことによるものと認識しており、心から御礼申し上げま
す。
　任にあたっては、田中喜作前会長からの引継ぎ目標である「①組織の充実、②
経営の充実、③職員の一体感の醸成」の実現と、「危機管理」と「ホウレンソウ（報

告、連絡、相談）の徹底」を機会あるごとに申し上げ実践をお願いしてきました。
　お陰様で、職員の理解と協力により当初５つの社協がそれぞれ独立して活動しているような組織か
ら、合併に伴う課題を次々と解決しながら、新たな課題にも挑戦し、名実とも一体となった組織とし
て活動している現在の社協体制が確立したと認識しております。
　年々福祉の守備範囲は拡大し、介護分野においてもサービス利用者の利用形態が多様化するなどの
潮流変化が顕著になっている中にあって、職員の発想豊かな多くの企画に囲まれ、明るく笑い声の絶
えない職場とモチベーションの高さに驚かされた 13 年間の出来事が走馬灯のように思い出されます。
　寝食を忘れて地域の福祉活動に携わる職員、又、信念を持って高齢者等のサービスに携わる職員の
姿に背中を押されて務めさせていただいたと改めて感謝申し上げます。
　これからの我が国社会は益々多様化、複雑化してくることが想定されます。
　社協の今後の活動も例外なく新しい課題が押し寄せてくると思われますが、役職員の皆様には地域
の安全確保に更なるご尽力をお願いいたします。
　市民の皆様には、今後とも市社会福祉協議会の持続的発展と今後の状況変化の対応に尚一層のご理
解とご支援を賜りますよう重ねてお願い申し上げます。
　長い間お世話になりました。ありがとうございました。

　福島県知事感謝状並びに福島県社会福祉大会長感謝状を授与された皆様、誠におめでとうございます。
　長年の民生児童委員活動や、地域福祉活動に心から敬意と感謝を申し上げます。
　受賞者を代表して、13年間喜多方市社会福祉協議会長として会務運営と地域福祉活動を牽引してこられた
武藤顯夫前会長に寄稿いただきました。

第７３回福島県社会福祉大会
表彰・感謝状受賞者（民生児童委員・社協関係者）

前 喜多方市社会福祉協議会長

武　藤　顯　夫

（敬称略）

2きたかた社協だより
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喜多方市社会福祉協議会賛助会員名簿

賛助会員にご協力いただきありがとうございます
本会の趣旨に賛同し、地域福祉の応援団となって頂いている個人、企業･団体等の皆さまをご報告いたします。

※
同
意
を
頂
い
た
方

の
み
ご
芳
名
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
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“賛助会員”加入のお願い
～地域福祉の応援団を大募集!!～

　社会福祉協議会では市民の皆さま一人ひとりの主体的な参加と協力によって福祉活動を推進す
るため、会員制度を取り入れております。
　皆さまからの会費は、おもちゃ図書館や高齢者サロン等、地域に密着した、子どもから高齢者
にいたる様々な福祉事業に活用させて頂いております。
　多くの皆さまに趣旨をご理解いただきご協力を賜りますようお願いいたします。
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　９月30日（月）から10月４日（金）までの一週間、
デイサービスで『大運動会』を実施しました。
　今年は、風船リレー・玉入れ・せんべい食い競争
の３種類をちょっぴり変わった形で競技をしまし
た。
　ひとつひとつ競技が進んでいく中で、利用者の競
技前の緊張した顔が、競技が始まると笑顔に変
わっていきました。
　「来年もまたやってくなんしょな」と楽しみにして
いる様子でした。

　塩川いきいきセンターでは定期的に
避難訓練を実施しており、今回は火災
発生を想定しての訓練をしました。
　センター内の小部屋に人体に無害な
煙を充満させ、煙の怖さと避難方法を
体験する「煙体験」を実施しました。喜多
方消防署員から、煙は空間の上へいく
習性があるため、煙を吸い込まないよう
ハンカチ等で鼻・口を覆い、低い姿勢で
避難するなどの指導を受けました。煙を
焚いた室内は、視界が悪く「もし実際に
起きたら…」と不安になりました。
　また、訓練にはデイサービスの利用者
さんも職員に誘導され真剣な表情で参
加されました。「訓練だけどドキドキし
た」との感想が聞かれました。
　万一に備え今後も年２回の避難訓練
を実施し、センター利用の皆さまの安
全と安心を確保していきます。

9/30 「万一に備えて定期避難訓練」9/30 「万一に備えて定期避難訓練」塩川
地区

熱塩加納
地区 夢の森デイ大運動会

てんやわんやのおおさわぎ
夢の森デイ大運動会
てんやわんやのおおさわぎ

　町内の一人暮らし高齢者の皆さん29名の参加のもと、北会津町にあります「フルーツランドよよぜ
ん」にぶどう狩りに行って来ました。参加した皆さんは、思い思いにぶどう狩りを楽しんだあと、お土
産にぶどうをたくさん購入していました。
　昼食は会津若松市東山温泉「御宿東鳳」のランチバイキングで舌鼓をうち、「道の駅あいづ湯川・会
津坂下」でお買い物をして帰路につきました。天候にも恵まれ、楽しい一日を過ごしていただきました。

9/20 ひとり暮らし高齢者お楽しみ会山都
地区

　高郷町民生児童委員協議会、高郷地区ふれあい福祉協
議会のご協力を得て、福島市にある「あづま果樹園」へぶ
どう狩りに出かけました。
　参加した皆さんは、たわわに実ったぶどう棚の木陰の
中で、お目当てのぶどうをもぎ取り、旬のぶどうを堪能し
ました。
　その後は、「オリンピックマーチ」や「栄冠は君に輝く」
など5000曲以上の作曲をし、2020年放送のNHK朝の
連続テレビ小説のモデルになりました福島市出身の作曲
家“古関裕而”の記念
館を見学しました。皆
さんが知っている曲も
多く、今から放送が楽
しみな様子でした。
　帰りはたくさんのお
土産を購入し、充実し
た外出となりました。

9/25 ひとり暮らし高齢者
外出支援事業

高郷
地区

喜多方
地区 10/3 喜多方市赤十字奉仕団 炊き出し訓練・芋煮会
　喜多方市赤十字奉仕団の炊き出し訓練を兼ねた芋煮会を幸橋南側河川敷で
行いました。この芋煮会は、災害時に備え毎年実施しているもので、「ふれあい
の家」の利用者さんと東日本大震災により会津若松市に避難されている一箕町
長原仮設住宅の方々を招待しています。奉仕団手作りのおにぎりや芋汁、ハイ
ゼックスやアイラップ等の耐熱袋を使用した非常食などをみんなでおいしくい
ただきました。とても好評でした。
　今年度は、喜多方市赤十字奉仕団が東日本大震災復興支援事業の一つとし
て行ってきた「長原仮設住宅訪問（にこにこお楽しみ会）」を7月に終了しました
が、少しでも被災者の方に喜んでいただけるようにお声かけをしたところ、15名
の参加があり、久しぶりの再会に楽しいひとときを過ごしました。

キッズコーナーでは、お菓子釣りと水風船の的あてに挑戦！

パラリンピック正式種目「ボッチャ」体験。ボッチャ大会では、喜多方東高校の生徒＆
先生ペアが優勝！NPO法人ひめさゆりくらぶによる審判で、大いに盛り上がりました。

盲導犬の活動内容を紹介してくれた日本盲導犬協会仙台訓練センターの奥澤
優花さんと訓練中の盲導犬ユアラちゃん。盲導犬ユーザーの木村千栄美さん。

喜多方東高校家庭クラブの皆さんが
ボランティアに来てくれました。

本会職員による「ふれあいキッチン」は手作り牛すじカレーや
オムライスなど大好評でした。

会津喜多方青年会議所の皆さんに、災害
時に役立つ工夫を教えていただきました。

ハイゼックス炊飯袋を使った
災害時の炊飯体験コーナー

共同募金ブースで、マスキン
グテープを使ったオリジナル
の「赤い羽根」を製作

ひときわ賑わいを見せていた
福祉バザーは、市民の皆さまか
らご提供いただいた品物です。

市内の福祉関連施設の皆さ
んによる物品販売 福祉団体紹介パネル

ヘルパーによる手浴体験。手桶
のお湯は、夢の森温泉です！

地域包括支援センターによ
る「まちかど相談室」

高齢者の擬似体験の装具をつけて、
ニュースポーツ「吹き矢」に挑戦！

中央デイサービスセンターで訪問入浴の体験とおやつの試食

スタッフは本会職員と実習生です。

ふれあいきたかたふれあいきたかた

社協まつり
第3回

　９月１４日（土）喜多方市総合福祉センターにおいて、社会福
祉協議会や共同募金運動をはじめとする様々な福祉を、広く市
民の皆さまに身近に感じていただくことを目的に「ふれあいき
たかた社協まつり」を開催しました。
　オープニングイベントとして、日本盲導犬協会仙台訓練セン
ターの職員による盲導犬のデモンストレーションを行いまし
た。また、会津若松市在住で盲導犬ユーザーである木村千栄美
さんにお越しいただき、盲導犬との生活などをお話しいただき
ました。
　その他、災害時の炊飯体験、デイサービス体験・見学、水風船
の的あて、福祉バザーなど、どのブースも多くの市民の方々で賑
わい、笑い声や笑顔があふれる「社協まつり」となりました。
　ご協力・ご参加くださった皆さま、ありがとうございました。
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議会のご協力を得て、福島市にある「あづま果樹園」へぶ
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中で、お目当てのぶどうをもぎ取り、旬のぶどうを堪能し
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　帰りはたくさんのお
土産を購入し、充実し
た外出となりました。
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外出支援事業

高郷
地区

喜多方
地区 10/3 喜多方市赤十字奉仕団 炊き出し訓練・芋煮会
　喜多方市赤十字奉仕団の炊き出し訓練を兼ねた芋煮会を幸橋南側河川敷で
行いました。この芋煮会は、災害時に備え毎年実施しているもので、「ふれあい
の家」の利用者さんと東日本大震災により会津若松市に避難されている一箕町
長原仮設住宅の方々を招待しています。奉仕団手作りのおにぎりや芋汁、ハイ
ゼックスやアイラップ等の耐熱袋を使用した非常食などをみんなでおいしくい
ただきました。とても好評でした。
　今年度は、喜多方市赤十字奉仕団が東日本大震災復興支援事業の一つとし
て行ってきた「長原仮設住宅訪問（にこにこお楽しみ会）」を7月に終了しました
が、少しでも被災者の方に喜んでいただけるようにお声かけをしたところ、15名
の参加があり、久しぶりの再会に楽しいひとときを過ごしました。

キッズコーナーでは、お菓子釣りと水風船の的あてに挑戦！

パラリンピック正式種目「ボッチャ」体験。ボッチャ大会では、喜多方東高校の生徒＆
先生ペアが優勝！NPO法人ひめさゆりくらぶによる審判で、大いに盛り上がりました。

盲導犬の活動内容を紹介してくれた日本盲導犬協会仙台訓練センターの奥澤
優花さんと訓練中の盲導犬ユアラちゃん。盲導犬ユーザーの木村千栄美さん。

喜多方東高校家庭クラブの皆さんが
ボランティアに来てくれました。
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災害時の炊飯体験コーナー

共同募金ブースで、マスキン
グテープを使ったオリジナル
の「赤い羽根」を製作

ひときわ賑わいを見せていた
福祉バザーは、市民の皆さまか
らご提供いただいた品物です。

市内の福祉関連施設の皆さ
んによる物品販売 福祉団体紹介パネル

ヘルパーによる手浴体験。手桶
のお湯は、夢の森温泉です！

地域包括支援センターによ
る「まちかど相談室」

高齢者の擬似体験の装具をつけて、
ニュースポーツ「吹き矢」に挑戦！

中央デイサービスセンターで訪問入浴の体験とおやつの試食

スタッフは本会職員と実習生です。

ふれあいきたかたふれあいきたかた

社協まつり
第3回

　９月１４日（土）喜多方市総合福祉センターにおいて、社会福
祉協議会や共同募金運動をはじめとする様々な福祉を、広く市
民の皆さまに身近に感じていただくことを目的に「ふれあいき
たかた社協まつり」を開催しました。
　オープニングイベントとして、日本盲導犬協会仙台訓練セン
ターの職員による盲導犬のデモンストレーションを行いまし
た。また、会津若松市在住で盲導犬ユーザーである木村千栄美
さんにお越しいただき、盲導犬との生活などをお話しいただき
ました。
　その他、災害時の炊飯体験、デイサービス体験・見学、水風船
の的あて、福祉バザーなど、どのブースも多くの市民の方々で賑
わい、笑い声や笑顔があふれる「社協まつり」となりました。
　ご協力・ご参加くださった皆さま、ありがとうございました。
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－ぼらせん通信－
サマーショートボランティアスクール

喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター　TEL0241ｰ23ｰ3231

子育てボランティア養成講座参加者募集！！
　子育てボランティアとして活動するために必要な知識及び技術、子どもとの接し方等を習得し、地域
で積極的に取り組むボランティアの養成を目的として開催します。

　今年度も夏休み期間を利用し、児童・生徒にボランティア活動をとお

して「福祉の心」を育む機会とするため、サマーショートボランティアス

クールを実施しました。

　本・支所あわせて、市内小中学生及び高校生４２名が参加しました。

　活動内容は、本・支所でそれぞれ異なりますが、福祉施設での活動を始

めとして、高齢者擬似体験や街のゴミ拾いなど、様々な体験をしました。

アンケートでは、

・擬似体験をとおして、高齢者や障がい者の気持ちになることができた

・自分から「ちょボラ」ができるように心がけたい

などの回答があり、参加したことによりそれぞれ「気づき」があったようで

した。来年もたくさんの参加をお待ちしております。

※「ちょボラ」…ちょっとしたボランティアをすること

第２２回 ふくしまボランティアフェスティバル
　令和元年8月3日（土）パルセいいざかにおいて「第22回ふく

しまボランティアフェスティバル」が開催されました。

　式典では、多年にわたるボランティア活動が特に顕著な次の

方々が功労表彰を受賞されました。おめでとうございます。これ

からも喜多方市の福祉発展のため、ご活躍くださいますようお願

いいたします！

第１講　令和元年11月15日（金）10：00～12：00
第２講　令和元年11月22日（金）10：00～12：00
ボランティア活動の心構え、集団生活における子どもとの接し方、
いろいろな遊び　他
喜多方市総合福祉センター　会議室　
子育てボランティアに興味のある方で、原則２講とも受講できる方
参加費無料
※ボランティア登録後の活動は、主に本会おもちゃ図書館での活動と
なります。

日　　時

内　　容

会　　場
対 象 者
そ の 他

＜福島 県知 事 感 謝＞　夏井 京子　
＜福島県社協会長感謝＞　荒川チイ子・大塚 節子・風間 和子・澤井 悦子・松崎 蓉子・山﨑 京子

ボランティア功労受賞者 （敬称略）

街のゴミ拾い チャイルドビジョン体験

盲導犬体験 高齢者擬似体験

VOL.2

　「喜多方市生活サポートセンター」では、経
済的な問題や就労に関する悩みなど、様々な不
安や課題を抱えた方の相談をお受けしています。
ご相談は無料です。

　9月7日（土）コープベスタひがし店にて実施さ
れた生活協同組合コープあいづの「フードドライ
ブ」に参加してきました！
　「フードドライブ」とは、家庭等で使わない食料
品などを持ち寄る運動のことです。今回はお店で
購入した指定商品（今回はカップ麺、袋麺）をその
場で寄付していただきました。
　この日は会津地域の3店舗で実施され、後日、
コープあいづさんからフードバンク事業に150個
ほどの品物をいただきました。この品物は、地域で
必要としている方に配布されます。
　ご協力くださった皆さま、大変ありがとうござい
ました。

●どこに相談していいかわからない
●仕事を探しているが、なかなか決まら
ない
●電気、ガス、水道代が支払えない。
　数日後に止まると言われた。
●収入が不安定で、生活が苦しい

　お困りの状況や生活を一緒に
考え、整理していく相談窓口です。
　また、状況に応じハローワーク
や他関係機関へも同行支援しま
す。

☎0241－23－3231まで
ご相談は…ご相談は… 生活サポートセンター生活サポートセンター

ご相談くださいご相談ください

教育支援資金貸付のご案内
福島県社会福祉協議会では、進学にあたり経済的にお困りの方に生活福祉資
金の『教育支援資金』をお貸ししています。現在、在学中の方も利用できます。

◉ご利用いただける世帯
　収入が一定基準以下（おおむね市民税非課税程度）で他からの融資を利用す
ることが困難な世帯など。

※母子父子寡婦福祉資金、日本学生支援機構の奨学金、
その他金融機関等からの貸付が利用できる場合は、
その貸付が優先となります。

本所…………… ℡ 0241-23-3231
熱塩加納支所… ℡ 0241-36-3112
塩川支所……… ℡ 0241-27-3948
山都支所……… ℡ 0241-38-3100
高郷支所……… ℡ 0241-44-7111

◆就学に必要な経費
授業料、参考書、学用品、交通費（通学定期）、
賃貸アパート家賃など（食費、光熱費等は原則
として貸付対象外となります）
※原則として、通常の修学年数の貸付となります。

高 等 学 校
高等専門学校
短 期 大 学
大 学

…月額  35,000円以内
…月額  60,000円以内
…月額  60,000円以内
…月額  65,000円以内

500,000円以内
◆入学に際し必要な経費
入学金、制服、教科書等入学時に一括で購入す
る経費

貸付種類 対象経費 貸付限度額

教育支援費

就学支援費

ご
相
談・

お
問
い
合
わ
せ

※貸付利子…無利子
※対象世帯など、詳しくは右記までお問い合わせく
ださい。
※ホームページ等でも内容をご覧いただけます。

生活サポートセンターからのお知らせ生活サポートセンターからのお知らせ

フードドライブ活動に
参加しました！
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　銀行の業界団体を名乗る男から、「消費税の関係で高齢者に社会保険料の一部が
戻ることとなった。通帳とキャッシュカードの番号を教えてほしい。お宅は 4 万円
戻る」と電話があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （80代 男性）

消費税率引き上げに便乗した詐欺に注意

“よらんしょネット”
喜多方市地域包括支援センターだより

　地域包括支援センターは、高齢者の方が住み
慣れた地域で安心して生活できるよう総合的に
支えていくための相談窓口です。
　市役所、介護サービス事業所、病院、警察署な
ど関係機関と連携して困りごとの解決に努め、
地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　
元気を応援

！！
元気を応援

！！
元気を応援

！！

消費生活センター　0241-24-5353( 喜多方市役所内 )

こんなこと
ありませんか？

●社会的に話題になっている出来事を悪用し、言葉巧みに近づく詐欺手口が見られます。今後、消費
税率の引き上げに便乗した手口の発生が予想され、注意が必要です。

●金融機関や行政等が、消費税増税を理由に消費者個人に電話をかけてくることはありません。「お
金が戻ってくる」等と言われても信用してはいけません。

●着信番号通知や録音機を活用し、知っている人以外の電話には直接出ないということもトラブルを
避ける一つの方法です。

●不審な電話があったら、消費生活センター等にご相談ください。

災害義援金の募集災害義援金の募集
「令和元年福島県台風第19号災害義援金」
　令和元年１０月に発生した台風第１９号により、福島県では多数の人的被害及び家屋の全壊等の住家被害
が発生し、県内１２市、２６町、１２村に災害救助法が適用されました。
　この災害で被災された方々を支援するため、義援金の受付を行っております。
　義援金は日本赤十字社福島県支部喜多方市地区及び福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会を通じ
て、被災者の復興支援に使われます。
　皆様のあたたかい支援をよろしくお願いいたします。

受　付　窓　口：喜多方市社会福祉協議会本・支所
募金箱設置場所：喜多方市社会福祉協議会本・支所及び喜多方市役所本庁・各総合支所
期　　　　　間：令和２年３月２７日まで
その他、「令和元年８月豪雨災害義援金」及び「令和元年台風第１５号千葉県災害義援金」

（受付期間：令和２年２月２１日まで）についても併せて募集しております。

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区　福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会
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資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
）を
収
集
し「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン

を
日
本
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｖ
）」を
通
じ
て
寄
付
を
す
る
運
動
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ア
ル
ミ
缶
や
プ
ル
タ
ブ
は
、リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
よ

り
資
源
と
な
り
、そ
の
益
金
は
貸
出
用
車
椅
子
の
購
入
等
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様  ※

順
不
同
・
敬
称
略

♣
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
は
、軽
く
洗
っ
て
汚
れ
を
お
と
し
て
か
ら
ご
提
供

く
だ
さ
い
。シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る
も
の
は
シ
ー
ル
を
は
が
し

て
く
だ
さ
い
。汚
れ
の
つ
い
て
い
る
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

♣
ア
ル
ミ
缶
は
水
で
す
す
ぎ
、乾
か
し
て
か
ら
お
持
ち
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
み
つ
は
し
医
院

・
喜
多
方
市
立
第
二
小
学
校

・
小
檜
山
善
子
　
・
渡
部
　
開
輝
　
・
髙
橋
　
菜
摘
　

・
上
野
　
み
い
　
・
中
丸
登
志
子
　
・
佐
藤
　
聖
子
　

・
佐
藤
　
康
子
　
・
安
部
　
津
子
　
・
齋
藤
　
里
香
　

・
遠
藤
　
裕
子
　
・
竹
田
　
久
江

＜

プ
ル
タ
ブ
・
ア
ル
ミ
缶＞

・
清
野
　
博
子
　
・
山
口
喜
恵
子
　
・
佐
藤
浩
幸

・
手
代
木
勇
佑
　
・
渡
辺
　
七
郎
　
・
後
藤
幸
喜

・
佐
藤
　
康
子
　
・
小
澤
　
　
誠

企
業
・
団
体

個

　
　人

個

　
　人

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
昭
和
電
工
㈱
喜
多
方
事
業
所

・
須
藤
ま
ち
子

 

（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
指
定
）

〈
山
都
地
区
〉

・
齋
藤　

一
男

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
㈱
福
島
銀
行

 （
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業
指
定
）

・
須
藤
ま
ち
子

 

（
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
指
定
）

〈
高
郷
地
区
〉

・
田
口　

康
平

	

南
町	

松
﨑
多
鶴
子

松
山
町
飯
田	

高
橋
　
常
則

緑
町	

菊
地
　
重
則

岩
月
町
上
岩
崎	

佐
藤
　
和
男

熊
倉
町
七
本
木	

赤
枝
　
　
仁

上
三
宮
町
細
谷	

棚
木
富
士
夫

関
柴
町
上
勝	

小
野
清
一
郎

本
仲
町	

長
島
　
慶
司

慶
徳
町
堀
出	

那
知
上
佐
代
次

慶
徳
町
松
野	

生
江
　
義
市

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市	

新
明
　
孝
勇

熊
倉
町
金
沢	

髙
橋
　
新
貞

松
山
町
東
桜
ガ
丘	

上
野
　
健
一

宮
城
県
仙
台
市	

猪
俣
信
一
郎

菅
原
町	

穴
澤
　
　
厚

豊
川
町
下
高
額	

十
二
村
　
隆

郡
山
市	

武
藤
　
仁
志

慶
徳
町
新
町	

五
十
嵐
喜
孝

岩
月
町
稲
村	

富
山
　
俊
市

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区	

二
瓶
　
健
児

桜
町	

小
檜
山
広
幸

豊
川
町
長
尾	

湯
上
ミ
ヨ
子

松
山
町
南
桜
ガ
丘	

大
塚
サ
キ
子

慶
徳
町
豊
岡	

佐
藤
　
瞬
一

関
柴
町
下
勝	

奈
良
　
宜
則

松
山
町
高
畑	

五
十
嵐
道
子

上
町
西
区	

小
椋
　
孝
一

上
三
宮
町
見
頃	

佐
瀨
　
義
一

岩
月
町
治
里	

小
澤
　
利
男

慶
徳
町
舞
台
田	

小
澤
　
　
宏

豊
川
町
高
吉
一
区	

雪
　
　
　
充

北
町	

遠
藤
　
大
樹

東
四
ツ
谷	

遠
藤
　
里
志

新
仲
町	

中
村
　
昭
一

新
仲
町	
五
十
嵐
郁
子

関
柴
町
上
高
額	
田
中
　
富
好

岩
月
町
平
沢	

蓮
沼
　
清
義

上
町
西
区	

一
条
　
良
和

関
柴
町
上
高
額	

五
十
嵐
　
清

慶
徳
町
豊
岡	

武
藤
　
栄
司

南
相
馬
市	

上
林
　
　
満

上
三
宮
町
下
三
宮	

横
澤
　
明
宏

関
柴
町
東
中
明	

小
田
切
公
夫

関
柴
町
京
出	

佐
藤
　
和
裕

半
在
家	

赤
城
　
　
学

赤
崎	

上
野
　
順
一

郡
山
市	

遠
藤
　
英
司

別
府	

北
見
　
輝
雄

竹
屋	

安
齋
　
　
仁

11
区	

一
条
　
　
司

5
区	

中
村
　
　
功

藤
の
木	

吉
原
　
和
子

大
木	

大
木
　
良
子

7
区	

竹
田
　
素
彦

御
殿
場	

丹
治
　
敦
子

沖	

鈴
木
　
幸
江

別
府	

野
口
　
長
平

貝
沼	

山
口
　
裕
浩

竹
屋	

佐
々
木
輝
幸

三
橋	

武
藏
　
信
介

金
川	

武
藤
　
伝
雄

下
利
根
川	

田
所
千
代
子

別
府	

渡
部
　
洋
一

木
曽	

手
代
木
美
津
代

木
曽	

笠
井
　
岩
男

小
布
瀬
原	

齋
藤
　
芳
夫

一
ノ
木	

瀬
戸
順
二
郎

舟
引	

川
隅
　
慎
也

一
ノ
木	

上
杉
　
辰
男

塩
峯	

清
野
　
和
浩

利
田	

小
林
　
丈
夫

夏
井	
小
林
　
祐
一

田
中	
齋
藤
　
利
雄

吹
荻	
薄
　
　
和
也

利
田	

小
林
　
利
男

揚
津	

福
地
　
光
紀

熱
塩
加
納
地
区

塩
川
地
区

山
都
地
区

高
郷
地
区

一
般
寄
付

物
品
に
よ
る
寄
付

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
令
和
元
年
７
月
1
日
〜
令
和
元
年
９
月
30
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

喜
多
方
地
区

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

　この度、㈱福島銀行様から、子育て支援事業に役立ててほしいというこ
とで大型遊具5種6点が寄贈されました。
　㈱福島銀行様では「寄附型私募債」という、私募債の仕組みを使って手
数料の一部を取引先に代わって銀行が寄付をするという取り組みをされて
います。この度の寄付は、喜多方市の㈱鈴木総業様が寄贈指定者で本会に
寄付をお寄せいただきました。
　いただいた大型遊具は、総合福祉センター並びに温泉保養施設 夢の森
のキッズスペースに設置し、楽しそうに遊ぶ子供たちで賑わっています。
ありがとうございました。

ほっとNEWS
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編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

○共同募金って？○共同募金って？○共同募金って？

○どんな募金方法があるの？○どんな募金方法があるの？○どんな募金方法があるの？

赤い羽根共同募金に
ご協力よろしくお願いします！

令和元年度の
喜多方市の目標額

共　同　募　金
歳末たすけあい

８,２６４,０００円
４,１５６,０００円

○どんなことにつかわれているの？○どんなことにつかわれているの？○どんなことにつかわれているの？

　赤い羽根がシンボルの共同募金は社会福祉法に基づいたみんなのための募金です。
　毎年、厚生労働大臣が定める期間に全国一斉に行われておりますが、募金されたお金はその地域のために使われる「自分の
まちをよくするしくみ」です。また、集められた募金の一部は大規模な災害が起こった際の備えとして積み立てています。この
積み立ては、大規模災害が起こった際に、災害ボランティア活動支援など被災地を応援するために使われています。１２月から
始まる歳末たすけあい募金についても共同募金運動の一環で、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが、地域で安
心して暮せるよう皆さまのやさしさを届ける活動です。

　皆様からお寄せいただいた募金は全額が福島県共同募金会へ送金され、審査委員会の厳正な審査を経て配分されます。配
分された募金は地域で高齢者や児童・生徒、障がい者などの福祉向上のために様々なカタチで活かされています。
例えば…高齢者の生きがい支援としてのいきいきサロンの推進、おもちゃ図書館などの子育て支援、
　　　　傾聴ボランティアや除雪ボランティア、児童・生徒の福祉教育　など

＊「赤い羽根」について＊　例年、共同募金運動のシンボルとして「赤い羽根」が全国で配布されておりますが、今年度は、
赤い羽根の生産数が不足しており、皆様にお届けするための十分な個数をご用意することが困難になりました。
本会では、緊急的な対応として、中央共同募金が製作する「ありがとうステッカー」をお配りすることといたしまし
たので、ご理解いただきますようお願い申し上げます。
なお、来年度以降につきましては、状況をみながら対応を検討してまいります。

　
本
年
度
も
十
月
一
日
よ
り
「
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
十
月
一
日
及
び
十
九
日
に
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
内
ス
ー

パ
ー
　
店
舗
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　
Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
ひ
が
し
店
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ

Ｅ
ぷ
ら
ざ
店
・
リ
オ
ン
ド
ー
ル
喜
多
方

仲
町
店
・
リ
オ
ン
ド
ー
ル
喜
多
方
西

店
・
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
・
ブ

イ
チ
ェ
ー
ン
喜
多
方
店
・
コ
ー
プ
Ｂ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
し
お
か
わ
店
・
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
　
Ｂ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
と
ね
が
わ
店
）
に
お
い
て
、

市
内
の
小
中
学
生
や
高
校
生
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
く
の
募

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
街
頭

募
金
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
あ
た
た
か
い
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ー
パ
ー

各
店
舗
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
支
え
合
い
運
動
で
あ
る
共
同

募
金
運
動
は
、
①
十
月
よ
り
十
二
月
ま

で
の
三
ヶ
月
間
に
わ
た
る
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動
」
、
②
十
二
月
一
ヶ
月
間

の
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
、
③
翌

年
一
月
よ
り
三
月
ま
で
の
期
間
に
は
福

祉
団
体
等
が
提
案
す
る
事
業
を
応
援
す

る
「
地
域
課
題
解
決
型
募
金
」
と
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
様
々

な
か
た
ち
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
本
年
度
も
皆
さ
ま
の
「
お
も
い
や

り
」
や
「
や
さ
し
さ
」
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

社会福祉法人  福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

〈 令和元年度街頭募金の様子 〉

運動期間中、様々なカタチで皆様にご協力いただいています。
　①戸 別 募 金：行政区長さんを通して各家庭に協力をお願いしています。
　②街 頭 募 金：市内スーパーの店頭で協力をお願いしています。
　③法人個人募金：市内の個人、企業、法人等を対象にお願いしています。
　④学 校 募 金：市内小中高校の児童・生徒さんにお願いしています。
　⑤職 域 募 金：市内官公庁の皆さんにお願いしています。
　⑥その他の募金：募金型自動販売機や各施設に設置してある募金箱等で
　　　　　　　　　 協力をお願いしています。
その他にもバッジ募金やマステ募金など新たな募金方法を展開しています。

　みなさんおなじみの「ガチャガチャ」
で募金することができます。
　1 回 100 円で、中身はご当地キャラク
ター「みんべぇ」と赤い羽根とのコラボ缶
バッジです！
　全７種類コンプリートしよう！！
設置場所
・喜多方市本庁舎 １階保健課前
・喜多方市総合福祉センター
・熱塩加納 保健福祉センター「夢の森」

ガチャガチャ募金ガチャガチャ募金
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